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(1)性別・年齢                     (2)現在、誰と住んでいますか 

        
 

(3)介護が必要になった場合について、          (4)自分や家族の望む医療や介護について、 

家族と話し合ったことがありますか              家族と話しあった方がよいと思いますか 

            
 

(5)出来れば介護は家族でする方が            (6)介護が必要になったとき、 

望ましいと思いますか            家族の世話になりたくないと思いますか 

        

参加者数

回収率

14人

14人

100%

アンケート
回答者数

＊開催日：令和２年３月１７日（火）

＊会 場：小長井町 さざんか会館

＊内 容：①「在宅医療ってなぁに？」

②「介護保険サービスを利用する」

③「かかりつけ医で安心を！」

④「その時に備えて」

第３回 「医療と介護のお気軽座談会」アンケート集計 
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(７)あなたが介護が必要になったとき、どこで過ごしたいですか 

   
 

 自宅で過ごしたい 

①介護してくれる家族があれば、自宅で介護されたい。 

②可能であれば住み慣れた自宅で。現実は不可能と思ってます。 

③住み慣れたところで自由でいたい。 

④家族に迷惑かけるが家族と過ごしたい。病院、施設等での人間の付き合いが難しい。 

 

 病院・医院に入りたい 

①家族に負担をかけたくないと思います。 

②仕事の関係で同居していない。子供の負担を考えると介護を頼めない。 

 

 施設に入りたい 

①一人暮らしなので介護してくれる方がいません。 

②少しでも前向きな考えが出来るように。 

③自宅で過ごしたいが迷惑を考えれば施設がいいかな。 

④病気でなければ施設が良いと思いますが、料金が高いと聞いているのでわかりません。 

⑤嫁に迷惑かけたくないので自宅では過ごしたくないです。 

⑥家族の負担になりたくない。 

 

 その他 

①家族にはあまり迷惑をかけない様にしたい思いはある。 
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(８)家族が介護が必要になったとき、どのようにしたいですか 

       
 

 自宅で過ごさせたい 

①自分で介護出来れば自宅。自分が一番年齢が多いので難しい時は病院か施設に入れたいと思う。 

②自分が体が続く限り自宅で介護をしようと思っています。 

③やはり自分の住み慣れた所で少しでも過ごさせたいと思う。 

④住み慣れたところで自由でいたい。 

⑤一緒に過ごさせたい。 

 

 病院・医院に入りたい 

①本人の希望を聞きたいが医療行為が出来ないので治療を受けさせたいので病院を選ぶと思います。 

②自宅で過ごさせたい気持ちはありますが、仕事をしている為介護ができないので施設や病院で過ごさせたいで

す。自分がその立場になった時は、緊急の時があった場合安心できると思います。 

 

 施設に入れたい 

①最近は施設も過ごしやすくとても便利になりつつある。 

②一人では面倒を見ることができない。 

 

 その他 

①両親を病院で終わりました。良くして頂いて良かったと思います。 

②その時にならないとわかりません。今日のお話をお聞きしまして話し合いを持ちたいと思います。 

③できる限りは自宅でと思っているが、先は見えないので確実なところは分からない。 

 

 

 



4 

 

(9)本日の講演は参考になりましたか           (10)特に参考になった講演はどれですか（複数回答可）

      
 

(11)本日の座談会についてご意見をお聞かせください 
 

①今後、益々高齢化が進み、施設、病院だけでは対処出来ないと思う。仕事（家族）の関係で自宅介護難しい現状

であるが、先には自宅介護が増えると思う。費用（施設に預けたら）１割負担プラスアルファで済むが、家族で

介護する場合、介護度数によって補助が出来れば家族にお世話してもらえば助かると思います。 

 

②今後の自分の生活に生かして行こうと思っています。エンディングノートについても考えて行こうと思ってい

ます。 

 

③とても勉強になりました。 

 

④いつも身近なこととして考えられるようになりました。早め早めに元気なうちに家族で話し合いたいと思いま

した。 

 

⑤家族でもたまには話し合いながら生活していかなければならないと思った。 

 

⑥それぞれ参考になりましたが、もう少し時間に余裕があれば詳しくお聞きできたのではと思いました。 

 

⑦私達が年を重ねた時には、病院も施設も入れないような状態になるのが目に見えてきているという事なので、

私達はどうなるのかな？と思います。今後家族で話を少しでもできたらと思います。 

 

⑧今後の高齢社会に向けて必要になってくる。もっと進めて行くのが良い。 

 

⑨「今後に備えて」のきっかけになったと思います。 

 

⑩夫婦で毎日のように、今日はどこが痛い、そこが痛いと言い合っています。これから来る老いに対して考えてい

こうと思いました。 

 

⑪小長井で住み慣れた地域で最後までというテーマで取り組んでいる。介護する側のケア、負担面も考えていく

必要がある。 


